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確認のための質問 

 

4 月 29 日の再質問書にご回答をいただきましたが，＜「科学的に確かであると国際的なコンセンサ

スと認められている事実」についてのみお伝えすることとしています＞，＜そして国際的コンセンサス

として、「100mSv 以上の放射線被ばくについては、がん死亡のリスクが線量とともに徐々に増えるこ

とが明らかになっている」と記載いたしました＞とのことでした．  

しかし，この＜国際的なコンセンサス＞が何を意味しているのかわかりかねます．  

そこで，＜国際的なコンセンサス＞について具体的に説明していただくようお願いします（質問 1）．

また＜科学的に確か＞の判断の基準についても説明をお願いします（質問 2）．  

  

 

 

 

 


